
3妻 木山地区の発掘調査報告

―妻木晩田遺跡第 14次 発掘調査 (内容確認調査)一

1調 査の目的

去」“ IL【ては一ユ‖十iおよすⅢⅢⅢィrⅢ亡よっiせ

山Ⅲ〔鳩 明のJt■“おけ,お iヽされつつあ , 1に い itま

りごとにⅢlにltilいに,いし ilたりl Hlこ也■い々」す

る1‖とホうこと,t=る  そ り 方 て 向 サ付ⅢⅢ[の

u村 ■1ぃ女ⅢlまォJ‖せ者‖ルド均|マ( 」 !たい■iJ!ta″[

していく'モ‖山Ⅲ lつと,え ■Ⅲlち

今■に ま山■il!削市,1り のケJ申口しイHrどち1(

■にあた' オ “|IJな1(の多いⅢⅢl!う■とをFる こと

を1‖赳としてコ」朴を行うことをした

2調 査の班要

n i  n 4 Jしtr 去■ 中処 ■2にの高は)■ ■てい行

ⅢlこⅢⅢって 卜" る` い li 12 0 1ヽ 1 2  H i " 1 ,↑lit'

る (Ⅲl)Ⅲ ↑地り 「ヽ川 にLT rrてユJⅢ■ri代後“

ⅢⅢ以席り,“十丈均ⅢⅢJ出している

1'オ|と,ⅢⅢこおいてと札いうlJ末Ⅲセをm:“すること

を 的 とし 1に lHか らⅢⅢⅢ」1こ方■十〔刊たをイ「コた

トレンチは■lt仙こⅢ,す るようにT〕 T2 「 3い

J水を十■定し=い る m命 のサJコ‖ま■11い1!的 ,11

-1 2Ⅲ 211に 前■本市,“よ100市である

J=1度Ⅲによると Hi】 ピⅢ‖迎tl軸Ⅲ l!後に1「と

してⅢⅢⅢ=イIていた 1うてある 担十市tのγl十tてま H

iが ややすや力に41ヒしたテラス1)tのⅢlレお`“いうⅢl

lに ド‖ⅢⅢlf1 5n l付近ても,【■れ !“のにlⅢし

レ"ⅢⅢⅢ‖1にuじ ていた

T l

Hヽ!してJにtl“JⅢこ■|卜し 1,を■打り迪村"う の

■■J‐"‖ 」を1にけとしたトレンチモエる は 2)前

奇1むⅢⅢは,fⅢ I■、X hJ[16“irあ , 44Ⅲ [ルのⅢ:Ⅲ

I★Jどを‖せするたう Jと■中十こサイトレンチを:ツtし て

い=

ムトには[コ"rⅢ Ⅲl相と ,)わ【‖村していら ,内“に

,て 十よ||ど20(mtあ るわ` 付 ⅢⅢ Ⅲ ⅢlⅢ■"0-70て m

の1,( ‖ヽ11とな,  こイ11よ つて1コじ1杉■1,ラス状をち!

している しまりの"い いいて ,い■ri十(後■後A―!

水ⅢⅢよ`五代"せl・i十i′していることわrj拘‖り,自申Hこ

‖,ltllと=えらitら f■■112 コ 3て'mi」でi

るHlntある こ十1'のドにft i十Ⅲl方に■11(にiⅢ

■間也卜)ト イに●1す(村色 L )打」1対している け

Jた'しレ十ユ 去 1打らIⅢⅢ=て 市ⅢⅢそして也,||さ11て, ろ

-1 ● イヽド= に )● ●Ⅲ ⅢⅢ出しに)‐十二‖ (に■ぃ

■FIとに)‐■,(村 とい)りⅢⅢtlttt Lている ● ■

●11,rT2 +|て t忙 」て= F,1"「 h“↑作t亡 Ⅲ`

る“thⅢ Ⅲ忙コわれ る

■■りJ村 lHⅢⅢ t iⅢⅢ,‖十ドであるⅢ ■  ● 11

ⅢⅢをやや加,t,た “て辿寸を,“ した 1,,1イIⅢIら

るい千1111)〔せ‖ (Jメト Sl)に 't(以 卜 12)ヒ

ットを研`している

ヽ!ⅢⅢⅢの1‖!H十Fイツトに工すit, 故 ‖した

Ⅲl向"H!世 まⅢⅢJⅢⅢ 市Jと54“ てあろ レ J  ヽ申 は

ⅢⅢ■ムイⅢⅢ,凱itしくⅢ111(せ‖とイⅢⅢ=11る ⅢI卜Jに

にい,である●|イ`!“ に)か らは11lⅢI十(後"“ ,t ■ヽ

末明のキ111をt,「 ‖ は 2-1-7)わ ⅢⅢにしたこと

,■  S ifよⅢⅢⅢⅢ代後円後■-1(■町,,tの道科tF

えられる

S2い 1イイHnt■J〔Ⅲ iniイ巾Jと0 6 nlてある ⅢPに

Ⅲlに1■よ|,(対しを,している 道1句1ま‖ rしていをいうi

S tⅢI lti‖,と■てヽヽること力ヽ■  ,1コ li!イ々に Jヽ‖↓

tイ■■JJ札とイえる

ビ″卜ⅢⅢ「卜ま」11間と 'と十Jと にの2印 !Ⅲl lr“て

ど  ヽ■ 印J‖右レよのこの,あ , 水 把り,ittt t tl北

tれ る !|!問“ 1ビットにiSlと “|,`ど もの力`せ0

●■る |!と ,ビットリユi‖は■)1てある

T 2

T〕Ⅲ515“ H!とイ1111している iに ,iⅢⅢ Ⅲ Ⅲ迪

村のと■十し ‖」を 1,とし it tした1いⅢⅢよ■十ヽ3nぅ

ヤ市1[19 niてあ=(イ 3)段 |★地f″りⅢ和■Ⅲ!を市

`するため Jと,rlこす,ト レンナを世せしている

と卜にfよ■W(,■ ■とに)か“印 し T〕 IJ‖ 担

ⅢⅢ ⅢIいて一H,み tも っている ● "の 卜(す ■ ■に方

|■,(k Jl問 ヒト)ド 方に● |ヽ(出 しい)/Jfit村し

ている ■ ●打■卜の■1ま  に打ヽitl,(叶 |じとに)

)| イヽ(tiい ■4,こ1)‐ ●Ⅲ (村ヒ1)て ある に

よ他レはとにわら●|イまて高1 ltしてと,‖さⅢている

イ(■り也lr代‖“=ilイのr「にであるⅢ ■ ● H

卜にをややwi,こ/・たⅢで世‖たれⅢした段1末遣村(以

卜 S3kす SI)に ■ (以卜 SI)ど ′卜をmi4

している

S 3  S均 ●ln iては と 村のいJIを研 !する1■t



―――
＝
――――
――‐
＝
岬

|

10



110的 n

草14え四=(晦 辺抑=)

1 1 0 的n

一

羅緞悩撤対絶
齢避補 欄熙 ,貯

懸 卜5b・H降 く―・

蜘 冊8Fサド
て前幕

口Btt lluH明 " 寅 HIS=ン 。タクネ ■=

抵印ほH函 口 掲 E■

′
　
４

ト

――― ■本売 価  口 い な

許

印 靱 敷

＼ゼ 7

1-, Slu=
B  c● u■
o  F‐ rl=

O   S‐
1:1    崎

一

国 2 Tl遺 海国 出 土遠務



I =ヽ 成口去朗の可宮

でトレンチを西へ拡張し 遺 織を前北方向に断ち割るよ

うに,ブ トレンチを2本設定した。東側のサントレンチ

をトレンチA 西 換をトレンチEと 1呼称している。

Sa S4は 共1こ壁離 贈 床を施しており段状遺稲

と維剤きれる 以 下 時 期の古|‖原に各々の追格の特徴

について述べる

S4は  S3の 砧床下から検出した。被出配田は東

西03mX前 ヒ15mで ある。床面を夕k平に整えるため

厚ざ2 cnの貼床 (03)を 施している。高壁懐t壁 活を

伴っており そ の規模は幅約 40印  深 さ約4 slt 断面

は 「uJ字 状である 道 町は出上していない。

Saは  S4を 削平してつくられている。検出した

使回は東活4mX前 し3mで ある 床 面を水平に整える

ため S4の 理■であるC10日 上に約 10mの 時床 (h

層)を 施している 高 壁際に東西方向に延びるuraを 伴

っており 横の規模ほ塩約30m深 ご約4m断 面は「UJ

字状を皇する。⑪昭から土器小片 石 器 (図7-3)が

出上している 聖 =最 上層である0言 あヽらは弥と時1唯

朔後葉 (V-3親 )の 土様 (図4-1～ 29 図 6-1

～ 13)が 大量には■したことから 弥 生時代後期後薬

以前の遺社と考えられる。

S5は T2払 採部の高西隅 13m× 13コ の配囲で校

出した。トレンチ外に広がっておりJホ 形は不明である

が 土 坑の可能性がある 坦 ■最J目 であるOg α 黄

樽色Dか ら弥生廟ミ袴親後棄の特徴をもつ土器 (□5

-13)を 検出した

その他 セ ットを殺はしており 理 上には具樽色土

ls色土 灰 黄福色■の3祖額が認められる。形状の不明

贖なものも含み こ れらは末根の可能性も考えられる。

ビットから遺筋は山■してヽらず 嘲 切は不明である。

i3

本調査地で最ヽ束,こt超 する こ 陵肩部～斜面部の

渡棋分布状況を探ることを目的とし 融 査範囲は東西3

mX蕊 Jヒ20mで ある (国6)。 ■3は 段状地形の東嶋

にあたり こ の地形のtFt F況を磁超するために」距 塵

にすブトレンチを設定した。

表iに は①層 仮 黄糟色土)が 妊積している。①層

下の雑棋tま上がら0届 く黒栂色■)→⑨唇ruFま網色■)

→0唇 (にぷい黄旧色■)で ある 科 面上方ではの目直

下に0雪 が雅撤する 図 化はできなかつたが e層 から

土群が出上している 0日 からは拠文時代後廟後葉のi

器 (口6-1)が は上している。③言以下の推積は 上

がう03(明 相色土)◎ 層 〈暗指色■)→ ⑩胃 (にぷ

い衣燈色■)0盾 (掲色■)と なっている。atr地 形

は①層を部分的に厚く盛り上げることによっておられ

Tl ■ 2のような深い削子は認められない

ネ来の遵継被出面は03の 直下であるが ③ 層上面

をやや高Jうこれた面で遭鰐を検出している。湖伏遺稚似

下 S6)ビ ットを確鷲した。

S6は 網面肩部で検出した 東 西方向に延びてお,

束瑞は収東するが 西 側はトレンチ外に延びている 技

はした矧賞は束西 19m× 前 ヒ11皿 である。理土最上

活は③唇 (黒網色■)で ある。③g傑 福色■)が ら■

様が出上しているが イコキであり時期は¬現である。

ビットの埋■は黒福色上である。 トレンチ北側に集

中し 本根 の可能性があるこのも含む。迎筋はは上して

おらす 時 期は不明である。

0 ま とめ

以上の調査によって 姜 木山地区北斜面において弥

生時代後期後喪以前の選榊の広が,が 額定でをる 宏 木

山地区では 層 tEE位 の広がりが丘穫頂部から斜面中部

まで及んでおり 妻 米山2区 にヽいては紹高 117m付

近まで生活関連迫枯ホ連続して存在していると考えられ

る IL陵 高部の遺裕の分布は平坦地を囲むように等高線

に沿つて広が,て いることから ft面 部でも同様な適構

分布を示す可能性がある。

先述したように 付 面部の追跡 の様相は未だ不明

な点が多く 他 の地区との比較を含め抜討課題として重

要である ま た 本 調査を含め 妻 力配田迪跡における

科面部の預査は丘陵北側に集中する傾向が認められる。

北第面において想定される遺稿の広がうが南科面におい

ても芝められるのかどうか a14の 韻査研究によって問

題の解決を口っていきたいと考える

(長農かおり)
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